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いま，ある中間生産物を生産するために 2種類の代替的な技術 T1 ~三 T，があり j 前
者は，投下した固定資本を容易に他の目的に転用しうるという意味で汎用的な性格をも
つが，後者は，こり転用が可能でないという意味で専用的であるとする。単位生産費は
















る。報告のテーマは，“Law，Economics， and Organization: Comparative Analysis 
of Governance Structures and nansact:ions"である。 1974年四論文で， イックネイ




どを見て行く視角から司 法学・経済学・組織論の協同によるアアロ チ(これを LEO































































昭和国年10月1日 HORIOKA CHARLES YUJ! 講師採用
外国出張
下谷政弘助教授 〔経済史への企業理論導入の方法論研究〕
昭和57年 61J17日より昨仔口58年7月16日まで アメリカ j イギリス，フラ γス
西村周三助教授 Cカナダ医療経済の研究〕











けj 本学会ほ京都ドイツ文化センタ とも共催で1 カーノレ・マルクス没後宵年を記念し
て，京都でのパネル展と I フェッチャー教授の記念講演会をもった。ちなみに， こ白
行事は，広〈全悶的にも行われたもので，パネル展についていえば，昭和58年11月13日
より 17日まで 5日間，京都ドイツ文化センター・ホールで開催され，東京では11月25日
































テーマー 2 マルクス7 エンケツレスと諸科学




は， 5日間を通して 7 約500名であった。
1. 7.:t. ";チャー教授の講演会
Irin広 Fetscher教授は， 1922年ネッカー河畔のマーノレパッハに生れ， 1945年よりチュ
ーピンゲンよ学で哲学! 歴史サ 文学などを専攻， ~へーヶソレの人間論j; IIegels Lchre 
vom Mensc hen， 1950で学仲を得た。 1959年『ルソーの政治哲学J]Rousseaus politische 
Philosophie， 1960 で教授資格を得， チューピンゲン大学の講師となり，ついて1962年
106 (392) 第132者第5.6号
よりフランクフルトのゲーテ大学の政治学科教授となって，現在にいたっている O 同教
授の著作は，上掲のほか土地るものとして， wカール・マルグスとマノレグス主義~ IK.，1 
Marx und der Marxismus， 1967. u'へー ゲル，その偉大古と限界.11Hegels G品目eund 
Grenzen， 1971 などがあわ，これらこ者は，いずれも邦訳されている。
今回の記念講演会のテーマは， rマノレグスと工ンゲノレスにおける楽観的成長論とエコ
























































見解がj みられる。 w資本論』第3巻で，マルクスl主j 資本主義の内在的限界について

























る。そして， こうした考え方は， r剰余価値学説史』のなかでも! うかがえるのである。
マルクスがこのような考え方の示唆をうけたのはl バイエノレンの農学者フラース， Karl 
Nil叩 lausPraas (1810-75) の著書『時間における気候と植物界，両者の111'史D研究』
1847 であって， 1868年にマルクスはエンゲルスあての手紙白なかで， このことを書い
ている。




















































文「体制変革の必然性と環境破壊Jr朝日ジャー ナノレ.Jl Vol. 25， No. 53 を参照された
し、〉。
